
【Leading Person～SNL 最前線～vol.2-②】  

SAPPORO NEXT LEADING（SNL）では、札幌の未来を担う意欲ある企業を応援しています! 

詳しくは公式サイトをご覧ください! 

https://www4.city.sapporo.jp/nextleading/ 

 

「Leading Person～SNL 最前線～」では、事務局が認定企業をフィーチャーし、SNL で活躍する社

員の方々を紹介しています。 

第２回は「Letara 株式会社」さん（上場支援コース）をフィーチャー!  

宇宙産業に果敢に挑む、札幌発のスタートアップ企業「Letara」。 

https://www.letara.space/ja 

多国籍なエンジニアたちが集うこの企業で、バックオフィスの中核を担う I さん（仮称）は、日々どのような

思いで業務に向き合い、どのように会社を支えているのでしょうか。 

宇宙産業の舞台裏とその魅力に迫ります。 

 

■地方都市でグローバルな環境を体感。それが札幌の宇宙産業スタートアップの姿! 

 

Q. 採用活動もされているとのことですが、Letara ではどのような人材を採用していますか? 

A. 採用活動では、特に「カルチャーフィット」を重視しています。スタートアップ特有の環境では、まだ形が

整っていない業務や課題も多く、自ら考え、主体的に動ける人が求められます。また、「失敗を恐れず挑

戦する意欲」や、「未知の分野にも積極的に取り組む前向きな姿勢」が大切です。スキルや職歴も重要

ですが、それ以上にチームワークを重んじ、多様なバックグラウンドを持つ仲間と協力できる柔軟性を重視

しています。 

 

Q. 外国人エンジニアの採用も積極的に行っているそうですね。 

A. 現在、アメリカ、インド、スペイン、シンガポールなど、さまざまな国からエンジニアが集まっています。彼ら

には、日本語が話せなくても仕事ができる環境を整えていますし、私たちバックオフィス側も、積極的に英

語でコミュニケーションを取るようにしています。異文化が混ざり合う多国籍な職場は、日々刺激に満ちて

います。日本語を話せないメンバーも多いので、生活面のサポートも欠かせません。Letara の職場は、国

籍や文化の壁を超えたグローバルな空間です。地域と世界の融合を肌で感じられるのが、この会社ならで

はの魅力だと思います。札幌という地方都市にいながら、こうしたグローバルな視点で仕事ができるのは、

Letara の特徴です。 

 

Q. スタートアップ特有の業務の幅について、どのように捉えていますか? 

A. スタートアップは「柔軟性が非常に求められる環境」だと感じます。「この仕事は誰がやるの?」という状

況にも、自ら積極的に手を挙げる姿勢が必要です。ゼロから形にしていく業務が多いからこそ、成果が目

に見える形で現れ、大きなやりがいを感じる瞬間もあります。また、未経験の業務にも挑戦しやすい文化



があり、毎日が新しい発見の連続です。 

 

Q. スタートアップ企業で働くことの楽しさと困難について教えてください。 

A. スタートアップの一番の楽しさは 「ないものを作り出す過程」 に携われることです。ルールや仕組みが

整っていない中で、試行錯誤して形にしていく感覚は、他では得られない特別な経験です。その一方で、

何もかも自分たちで決めなければならない大変さもあります。ただ、こうした困難を乗り越えたときに得られ

る達成感は大きく、スタートアップならではの魅力だと思います。 

 

Q. 多岐にわたる業務を担当する中で、特にやりがいを感じる瞬間はありますか? 

A. 一番のやりがいは、自分の仕事が会社全体の成⾧や社員の働きやすさにつながっていると実感できる

瞬間です。例えば、採用した方が現場で活躍している姿を見ると、大きな達成感を得られますし、「ゼロか

ら築き上げる」というスタートアップならではの環境自体が、日々の楽しさにつながっています。何もないとこ

ろから仕組みを整えたり、新しい挑戦をしたりすることで、会社の成⾧に貢献できているという実感が、私

にとって大きな喜びです。 

 

Q. 今後、Letara におけるバックオフィスの役割はどう変わると思いますか? 

A. 宇宙産業は高度な技術が求められる分野ですが、同時にバックオフィスの役割もますます重要になる

と感じています。例えば、外国人エンジニアの増加に伴い、入国手続きや生活面でのサポートが不可欠に

なります。また、規定や仕組みを整備し、全社員が効率的に働ける環境を整えることも、バックオフィスの

大切な役割です。さらに、バックオフィスが 3D CAD での製図サポートなど、業務領域を広げることができ

れば、会社の成⾧に一層貢献できると考えています。私自身もその可能性を見据えて、最近は仲間に

声をかけながら新しいスキルの勉強にも取り組んでいるところです。 

 



 

 

 


